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開催日時 平成 20年 10月 7日（火）10時 00分～17時 00分 
開催場所 （株）地域計画連合 会議室 

参加者 経営系評価者：1名、福祉系評価者：4名 

スタッフ 喜多（記録）、姫野、木暮 

次 第 

1. ごあいさつ 

2. 本日の進め方 

3. 評価コメントの意義と留意点を理解する 

4. 良い評価コメント、悪い評価コメントを見極める 

（昼休憩） 

5. 既存レポートを元に組織の姿を立体的に把握する 

6. 全体講評を作成する 

7. 要点を元にカテゴリ別コメントを作成する 

8. ひと目でポイントが伝わるタイトルをつける 

9. まとめ・質疑応答 

配付資料 

１．次第 
・自己紹介用シート 
・良い評価コメント、悪い評価コメントを見極める 
・講評作成分担表 
・要点を元にカテゴリ別コメントを作成する 
・ＭＥＭＯ 

２．コメント作成マニュアル 
３．評価結果報告書サンプル 
４．講評記入用紙 
５．要点を元にカテゴリ別コメントを作成する（回答例） 
６．アンケート 
７．近隣コンビニ・飲食店のごあんない 

■総括 

・少人数で実施できたことで、一人ひとりの発言時間が十分に取れ、深い意見交換ができた。 

・既にコメント作成マニュアルとしてコメント作成上のポイントをまとめていたが、上記の状況から、新

たな発見につながった。 

■研修内容と学び（概要） 

＜午前中＞ 

・研修内容：グループに分かれての話し合いにより、評価の意義や作成上の留意点を確認した。その上で、

実際に福ナビで公表されているコメントに赤入れ作業を行った。 

・学  び：この作業で、評価者が陥りがちな間違いを整理することができた（取り組みの羅列をしてし

まう。取り組みの意味を書かないために施設の考えが伝わらない。主観で書いてしまう。な

ど）。 

＜午後＞ 

・研修内容：福ナビで公表されている評価レポートを読み込み、組織分析を行った。その上で、その施設
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の良い点・改善点を話し合った。さらに、分析結果に基づき、全体講評コメントを一人１つ

作成し、それぞれが書いたコメントを読み上げ、コメントの良い部分とさらに良いコメント

にするためのポイントを共有した。 

・学  び：組織分析作業では、評価者がバランス良く組織を見る視点を持つことの大切さを実感した（評

価コメントの内容が経営層による組織的取り組みに偏っていたため）。また、講評コメント作

成では、コメントに個性があっても評価の視点がしっかり盛り込まれていれば問題ないこと、

タイトルと本文との関係性は２種類あり得ることなどを学んだ（①タイトルを本文の要約に

する、②タイトルに施設の理念・考えを書き、本文に具体例を書く）。 

 

以上 
 
（研修の様子） 
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（模造紙写真） 

コメントの意義と留意点 

（Aグループ検討結果） 
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コメントの意義と留意点 

（Bグループ検討結果） 
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B グループ 

評価コメント赤入れ結果 

（某施設：良い点のコメント） 
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B グループ 

評価コメント赤入れ結果 

（某施設：改善点のコメント） 
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評価コメント赤入れ結果 

（某施設：カテゴリ別コメント） 

プライバシーの保護等個人の尊厳

の尊重 

（Ａグループの結果） 
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評価コメント赤入れ結果 

（某施設：カテゴリ別コメント） 

プライバシーの保護等個人の尊厳

の尊重 

（Ｂグループの結果） 
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既存レポートを元にした組織分析 

、全体講評の検討 
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以上 

今日の学び 


